
０．はじめに

中国語の介詞“向”にも日本語の複合格助詞「～に
向かって」，「～に向けて」にも同じ漢字「向」が使わ
れる．そのため，中国語を母語とする日本語学習者に
は「～に向かって」，「～に向けて」に用いられている
漢字の「向」が自国語表現の中に見られる“向”との
同一性によって強く印象付けられている．しかし，“向”
と「～に向かって」，「～に向けて」との間には共通し
た用法もあるが，そのずれは大きい．したがって，中
国語母国話者には，「～に向かって」，「～に向けて」の
習得が難しく，「上司に向かってごまをする」（中国語
表現：向上司献媚），「李さんに向けて勉強する」（中国
語表現：向小李学0）などのような誤用例が少なからず
見られる．
一体，中国語の介詞“向”と日本語の「～に向かっ

て」，「～に向けて」とは，どのような対応関係がある
のであろうか．この点については，今のところまだ明
確に説明されていない．
本稿の目的は，介詞“向”と複合格助詞「～に向か

って」，「～に向けて」との対応関係を明らかにするこ
とである．

１．先行研究とその問題点

介詞“向”についての研究はたくさんあり，代表的
なものとしては，1叔湘（1980），北大中文系55，5723

言班（1982），傅雨4等（1997），侯学超（1998），5月6

等（2001）などがある．これらの先行研究における“向”
の用法は①方向を導く用法と②対象を導く用法に二分
されている．しかし，下の例に示すように，“向”には
この二種類の用法のどちらにも属さない使い方もある．

A ａ站789程
―
向西走去．A（駅長は許程をつれて西

に向かって歩いていた．）
ｂ我A正

―
向B个目C努力．（私はこの目標に向かっ

て頑張っている．）
ｃ同D,E大的工程――青藏F路正在

―
向拉G延伸．

（それとともに，偉大な工事―青蔵鉄道はラサに
向かって伸びている．）

（1a）における“向”は移動の方向を表わすが，（1b）
における“向”は動作の方向，対象のいずれとも言え
ないであろう．一見して（1c）における“向”は移動の
方向であると思われるかもしれないが，よく考えると，
“青藏H路”の位置は何も変化していない．この場合，
“向”の用法は厳密的な意味では，動作の方向とも言え
ないし，対象とも言えない。“向”をさらに細かく分類
し，各用法における更なる考察が必要である．
「～に向かって」，「～に向けて」については，井上優

（1988），盧涛（1995，1996），グループ・ジャマシイ
（1998），小高愛（2000），工藤嘉名子（2005），泉原省二
（2007），馬小兵（2009）などの先行研究が見られる．代
表的なものとして，グループ・ジャマシイ（1998），小
高愛（2000），工藤嘉名子（2005），泉原省二（2007）を
あげておこう．

111

中国語の介詞“向”と日本語の複合格助詞

「～に向かって」，「～に向けて」

裴　　　麗
広島大学大学院 国際協力研究科 教育文化専攻 博士課程後期

広島県東広島市鏡山1-5-1

E-mail: sarnerily@163.com

【原著論文】

広島大学大学院国際協力研究科『国際協力研究誌』第18巻第３号，2012年，pp. 111-121

表Ⅰ 先行文献における「～に向かって」の記述

グループ・ジャマシイ（1998） １．方向（移動／変化） ２．対面　N＝もの・人　　３．相手　Ｎ＝人

小高愛（2000） １．移動の方向　　　　　　　　　　　２．言語活動の向けられる方向
３．たちふるまいの向けられる方向　　４．空間的な関係

工藤嘉名子（2005） １．移動の方向　　　２．変化の方向　　　３．行為の方向
３．１人／もの／場所３．２目標　　　　　４．空間的配置の方向



「～に向かって」，「～に向けて」のそれぞれに関して
は，先行研究ではかなり詳しく論じられているが，各
文献における用法分類は統一されていない．また，各用
法の内部関連性についても系統的に論じられていない．
介詞“向”と複合格助詞「～に向かって」，「～に向

けて」を取り上げた研究としては，盧濤（1996）と張麟
声（2001）があるが，いずれも本稿との研究目的が違う．
盧濤（1996）は，方向動詞文法化の視点から“向”と
「～に向かって」，「～に向けて」の文法化のプロセスを
検討したものである．動詞“向”がどのようなプロセ
スを経て介詞になったのか，また，動詞「向かう」，
「向ける」がどのようなプロセスを経て「にむかって」，
「にむけて」という形で方向指示の役割を果たすように
なったのかを中心に論じているように，中国語と日本
語における方向動詞の文法化のプロセスを分析してい
る．一方，張麟声（2001）は誤用分析の視点から，“向”
と「～に向かって」との対応関係を論じたものである．
間違いやすいところを指摘し分類しているが，これは
ボトムアップという形のものだと思われる．本稿では，
ボトムアップではなく，トップダウンの方法を取る．
つまり，間違いやすいところだけでなく，“向”と「～
に向かって」，「～に向けて」の用法の違いを包括的に
考察することが本稿の目的である．そのために，“向”
も「～に向かって」，「～に向けて」も詳しく分類する
必要がある．
工藤嘉名子（2005）は「移動の方向」，「行為の方向」，

「行為の目標」，「変化の方向」，「空間的配置の方向」の
五つの用法から日本語の「～に向かって」，「～に向け
て」を検討しているが，中国語の“向”の用法は前述
のように，方向と対象の二種類に分けられる．つまり，
日本語の「～に向かって」，「～に向けて」に対する分
類は中国語よりも細かい．
本稿では，工藤嘉名子（2005）の日本語に対する分

類を基に，中国語の“向”をも五つの用法に分け，そ
れぞれの用法から介詞“向”と複合格助詞「～に向か
って」，「～に向けて」の意味特徴を分析，比較したう
えで，“向”と「～に向かって」，「～に向けて」との対
応関係をまとめながら「～に向かって」と「～に向け
て」の異同点を解明したい．

２．“向”と「～に向かって」，「～に向けて」の
各用法の比較

2.1 移動の方向を表す用法
“向”にも「～に向かって」，「～に向けて」にも移動
の方向を表す用法がある．下の例を見ていこう．

B ａ一个IJ白K的老人正在
―
向我走来……《人L，人》

ｂ白髪の老人が私
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
に
―
向
―
け
―
て
―
）歩いてくる．

C ａ液体
―
向M上N去．

ｂ液体は顔
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
＊
―
に
―
向
―
け
―
て

―
）飛んだ．

D ａ站OPQ程
―
向西走去．

ｂ駅長は許程を連れて西
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
に
―
向
―
け
―
て

―
）歩

いて行った．
E ａ在R

―
向前ST站的路上，黄u霜回UJ来告W李槐

英……《青春之歌》
ｂ前門駅

―
に
―
向
―
け
―
て
―
（
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て

―
）走る道の途中で，

黄梅霜はふり向いて李槐英に説明した．
F ａ一XY，倪吾Z不由得

―
向后退……《活ab人形》

ｂそこを姉の静珍が腰掛をふりあげて襲いかかる
と，倪吾誠もいち早く後

―
へ
―
（
―
＊
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
／
―
＊
―
に

―
向
―
け
―
て
―
）引く．

上の例からわかるように，“向”は「～に向かって」，
「～に向けて」に対応する場合もあれば，対応しない場合
もある．移動の方向を示す場合，中国語では“向”Cなど
の介詞で導く．それに対し，日本語では普通格助詞「へ」
で方向を示す．もちろん上の例と同じように「～に向か
って」，「～に向けて」で示す場合もあるが，「～に向かっ
て」，「～に向けて」は無標ではなく，特別なニュアンス
をそれぞれもっている．以下，“向”，「～に向かって」，
「～に向けて」のそれぞれの意味特徴を探っていく．

B～Fを見てわかるように，“向”と共起する述語は
すべて移動動詞であり，“向”は動詞の前か直後かの２
種類の位置づけがありうる．いずれの場合にも，“向”
は方向性補助動詞（来／去）と共起することが多い．
そもそも方向指示が“向”の原型的な機能Dであるが，
この“来／去”により，方向だけでなく，移動中のプ
ロセスの場面性も生じる．つまり，“来／去”を加える
ことによって，“向”文は移動の方向へ進む意味合いが
生まれてくる．“向”の意味特徴は以下のように述べる
ことができるであろう．
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表Ⅱ 先行文献における「～に向けて」の記述

グループ・ジャマシイ（1998） １．方向　Ｎ＝場所，方位　　　　　２．目的地　Ｎ＝場所
３．相手・対象　Ｎ＝人，組織　　　４．目標　Ｎ＝できごと

工藤嘉名子（2005） １．移動の方向　　２．行為の方向　　２．１人／もの／場所　　２．２目標

泉原省二（2007）
「組織・集団・人間」を相手にする
Ａを「方向／目的地」にしたＢ「位置／移動」B

Ａを「努力目標」としたＢ「行為／活動」



“向”はある一方向あるいは一方向に拡張した物体
（ランドマーク）に対して，トラジェクターが一方
の側からもう一方の側へ進むことを表す

このような“向”のイメージ・スキーマは図１で示
すことができる．“向”は「＋方向性」と「＋移動性」
の特徴がある．

図１におけるTRはtrajector（トラジェクター）の略
であり，LMはlandmark（ランドマーク）の略である。
PATHはTRの移動の経路を示す。
移動の方向を表す用法は“向”の基本的な用法であ

り，“向”の中心的イメージ・スキーマも図１と同じよ
うに示すことができる．
上で述べたように，日本語では，普通格助詞「へ」

で方向を示す．もちろん，移動の方向も例外ではなく，
普通「へ」で示すが，ときには「～に向かって」や
「～に向けて」などで示すこともできる．「～に向かっ
て」と「へ」の区別について，盧涛（1996：104）では，
「『にむかって』はそれなりの描写性があり，参与者の
いる状態を示すものとして，述語性が残っている。逆
に，『へ』は単なる方向をマークし，描写性がない」と
述べている．盧涛（1996）の説明からわかるように，単
なる方向を表すときには「へ」を用いるが，移動中の
プロセスの場面性を表現するときには，描写性のある
「～に向かって」を使用するほうがいきいきとする．
「～に向かって」の意味的特徴については，工藤嘉名
子（2005：44）は「『点』ではなく時間的，空間的に幅
や広がりのある〈方向〉への主体の〈接近〉を表す」
と述べている．つまり，

「～に向かって」は，ある一方向あるいは一方向に
拡張した物体（ランドマーク）に対して，トラジ
ェクターが一方の側からもう一方の側へとすこし
ずつまっすぐ進むことを表す

と言えよう．この「～に向かって」の中心的イメー
ジ・スキーマは図２で図示できる．

図２では，TRは時間がたつことにつれ，位置が少し
ずつ変化することを表す。この場合，TRがLMにだんだ
ん接近する場面性が生じる。

Fでは，“向”で移動の方向を導くが，それに対応す
る日本語表現は「へ」だけであり，「～に向かって」な
どを使うことはできない．それは，（6a）には場面性が
ないからである．つまり，（6a）では，“向”は方向指示
の機能のみであり，移動中のプロセスの場面性はない．
それに対応する日本語表現も場面性はないはずなので，
「～に向かって」は使えないのである．それに対し，B

～Dでは，“来”，“去”などの方向性補助動詞があるた
め，“向”文は場面性が出てきて，移動の方向への接近
までの意味合いがある．そのため，日本語の訳文では
「～に向かって」で移動の方向を示すことができるよう
になる．
次に，「～に向けて」の意味的特徴を見ていく．工藤

嘉名子（2005：44）は「移動軸，時間軸上に〈目標〉と
なる『点』を揚げるが，主体の〈接近〉は伴わない。
その〈目標〉は〈既定性〉が高い」と述べている．つ
まり，

「～に向けて」はある既定性の高い目標（ランドマ
ーク）をターゲットに，トラジェクターが何かの
行為をすることを表す

と述べられよう．この「～に向けて」の中心的イメー
ジ・スキーマは図３の通りである．

移動の方向を表す場合，目的地（ランドマーク）は
既定性の高い目標として認められ，トラジェクターは
その目標をターゲットに移動する．既定性の高い目標
であるため，「～に向けて」で提示する移動の方向はほ
かの何かと対比し，特別に取り立てられるニュアンス
がある．
以上の説明から，「～に向けて」は既定性の高い目標

を提示するときだけ使用されることがわかる．すなわ
ち，対比や移動の方向を特別に取り立てる必要がない
文脈では，「～に向けて」を使えない．したがって，
（2b）（4b）（5b）における「～に向けて」の使用は無条
件ではなく，移動の方向を特別に取り立てるという前
提が必要である．
このように，中国語の“向”に後続する名詞に強調

ストレスを置きE，この名詞をほかの何かと対比するニ
ュアンスがある文脈では，“向”と「～に向けて」とは
対応する．
「～に向けて」と「～に向かって」の相違点について，
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図１ 移動の方向を表す“向”のイメージ・スキーマ

PATH
TR LM

図２ 「～に向かって」の中心的イメージ・スキーマ

PATH

TR� TR� TR� LM�

図３ 「～に向けて」の中心的イメージ・スキーマ

TR
LM



盧涛（1996：106）では「『にむかって』と区別されるの
は，元の『向ける』に意図性があるため，『にむけて』
も意図性が含められた出来事の方向指示でなければな
らない」と述べている．実際の例を見れば，確かに盧
涛（1996：106）の叙述のように，「～に向けて」は意図
性を伴っている．（3b）では，「液体」は無生物であるか
ら，意図性がない．そのために，「～に向けて」は使え
ないのである．逆に，“向”も「～に向かって」も意図
性の有無に係わらず，広い範囲で用いることができる．
以上の説明からわかるように，移動中のプロセスの

場面性があるとき，“向”は「～に向かって」と対応する
が，そうでないとき，両者は対応しない．“向”と「～
に向けて」については，移動の方向が特別に取り立て
られ，かつ意図性のある文脈では，“向”は「～に向けて」
に対応するが，そうでなければ，両者は対応しない．

2.2 行為の方向を表す用法
行為の方向を表す例を見てみよう．

G ａ一c陌生的d伸eSf里来，
―
向四周看了一下，自

3道：“高gh出去了．”B面i也就不X了．
《家》

ｂ一人の見知らぬ顔が門簾から現われて，ちょっ
とあたり―を―（―＊―に―向―か―っ―て―／―＊―に―向―け―て―）見まわ
したが，「高さんお出かけか｣そうひとりごとを
いって消えてしまった．

H ａ我找到了那个小洞，屏住气
―
向外j探．《CCL3料

k》
ｂ私はその小穴を探し当て，息を殺して外―を―（―＊――に

―向―か―っ―て―／―＊―に―向―け―て―）のぞき見た．
I ａl微土也

―
向他m手．《活ab人形》

ｂ趙微土も彼―に―（―に―向―か―っ―て―／―に―向―け―て―）手を振った．
J ａ他板起n儿，―向好几个oUp来的小q子rJ：

“没有．”《st把胡同９号》
ｂ彼は仏頂面で，金をさし出す若者たち―に―（―に―向

―か―っ―て―／―に―向―け―て―）首を振った．
「ないよ!」

K ａ“
―
向毛主席保u，真是家v．”《插w的故事》

ｂ「毛主席―に―（―＊―に―向―か―っ―て―／―＊―に―向―け―て―）誓って
本当に家庭訪問だよ」

L ａx路的工人又―向B一wy民介z0：《金光大道》
ｂ案内してくれている労働者が農民の一行―に―（―に

―向―か―っ―て―／―に―向―け―て―）紹介した
M ａ1来得正好，我正想―向1B2的内行3教．《4鼓

楼》
ｂ本当にいいところへ来てくれた．君のような専
門家―に―（―＊―に―向―か―っ―て―／―＊―に―向―け―て―）教えてもら
おうと思っていたんだがね．

上記の例に示すように，“向”は「～に向かって」，
「～に向けて」に対応する場合もあれば，対応しない場
合もある．

（7a）（8a）における述語はそれぞれ“看”（見る），“j
探”（のぞき見る）であり，いずれも「見る」型の動詞で
ある．中国語では，「見る」方向を“向”で導くことがで
きるが，日本語では，「見る」方向は対象と見なされ，
格助詞「を」でしか提示できない．この場合，“向”は
「～に向かって」にも，「～に向けて」にも対応しない．
（9a）～（12a）における述語は“m手”（手を振る），

“rJ”（首を振る）のような振る舞いを表す動詞か，
“保u”（誓う），“介z”（紹介する）のような言語活動
を伴う動詞である．振る舞いや言語活動の向けられる
方向は中国語では「見る」方向と同じように，“向”で
導くことができる．この場合，“向”文では主体の移動
を伴わず，“向”は行為者と対象との方向関係を提示す
るのである．この“向”のイメージ・スキーマは図４
のように示すことができる．

図４は“向”の中心的スキーマと異なっているが，
両者の間には強い繋がりがある．前述のように，中心
的イメージ・スキーマで示す“向”は「＋方向性」と
「＋移動性」の特徴を持っているが，図４は「＋方向性」
の特徴だけであり，その中心的スキーマの一部だけ表
している．したがって，図１と図４は全体と部分との
関係であり，図４は図１の変換によるものと考えられ
るであろう．
振る舞いや言語活動の向けられる方向は中国語では，

“向”などの介詞で導くのに対し，日本語では，動作の
間接目的語として，普通格助詞「に」で示すが，とき
には，「～に向かって」，「～に向けて」などのような複
合格助詞で提示することもできる．「に」と「～に向か
って」の異同点について，盧涛（1996）では「『にむか
って』は，話し手と聞き手が互いに顔を合わせている
状態を示すのに対し，『に』は単に対象を導入する働き
しかなく，その状態を描写することはできない」と述
べている．つまり，普通の文脈では，「に」で行為の方
向を提示するだけで十分であるが，相手と顔を合わせ
ている状態をいきいきと表現するなら，「～に向かって」
で提示するということである．このように，「～に向か
って」は，行為者が対象と顔や体を合わせる意味特徴
があるから，この「～に向かって」のイメージ・スキ
ーマを図示すると以下のようになる．
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図４ 行為の方向を表す“向”のイメージ・スキーマ

動作の方向 
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図５ 行為の方向を表す「～に向かって」のイメージ・スキーマ
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行為の方向を表す“向”と「～に向かって」の異同
点は，図４と図５の比較でわかるように，行為者から
対象へと動作を行う点では両者は共通するが，「～に向
かって」はさらに相手と顔や体を合わせなければなら
ないという条件がある．

I J Lにおいては，文脈で行為者と対象と顔を合わ
せることが可能であるため，「～に向かって」を使って
も差し支えない．一方，Kは，「毛主席」と顔を合わせ
るという状況にはない．その時代，「毛主席」は神様の
ような人物であるため，「毛主席」に誓うことが非常に
信用できるということになる．従って，この行為の方
向を中国語では“向”で示すことができるが，日本語
では相手と顔を合わせる前提をもつ「～に向かって」
は使用できない．
前に述べているように，「～に向かって」は相手と顔

を合わせるとともに，それなりの描写性がある．しか
し，文脈からわかるように，Mでは，何も描写性は感
じられない．というより，あれば逆におかしく思われ
るので，「～に向かって」は使えない．
次に，行為の方向を表す「～に向けて」を見ていく．

2.1節で述べたように，「～に向けて」はある既定性の高
い目標（ランドマーク）をターゲットに，トラジェク
ターが何かの行為をすることを表すという意味特徴が
ある．行為の方向を表す場合でも，「～に向けて」はこ
の特徴をももっている．つまり，行為の方向は既定性
の高い「点」として捉えられ，特別に取り立てられる
ニュアンスが入っている．

N ａ他站在黄u霜和李槐英的当中没等其他人5口，v
然
―
向李槐英把大拇指一伸，66称7地笑道：《青
春之歌》
ｂかれは黄梅霜と李槐英のあいだにわりこんでく
ると，ほかの者のことばもまたずに，とつぜん，
李槐英

―
に
―
向
―
け
―
て，親指をつきたてた．『青春の歌』

Nでは，“李槐英”が“黄u霜”と“李槐英”二人の
中から選ばれるため，既定性の高い点として捉えられ，
特別に取り立てられるというニュアンスがある．「～に
向けて」のイメージ・スキーマはその中心的スキーマ
と一致しており，図３と同じように示すことができる．
こうして，行為の方向は既定性の高い「点」として

特別に取り立てる場合，“向”と「～に向けて」とは対
応するが，そうでなければ，両者は対応しない．
さらに，以下のような「～に向けて」文もある．

S ａリクルートは，これまで常に二十代，三十代と
いう若い層

―
に
―
向
―
け
―
て情報を送ってきたが，今後こ

の層はどんどん減る傾向にある．
ｂ艾杰N公司以前以二三十8的年9人AB象，C他
D提供信息，但今后B个EF的人G有逐HI少的
JL。

T 間もなく，茶の間
―
に
―
向
―
け
―
て「宇宙人は解剖されて

いた」というショッキングなタイトルのもとに，
テレビ放送された．

STにおける「若い層」と「茶の間」は特別な対象
として捉えられている．工藤嘉名子（2005）では，「～
に向けて」文では，行為が向けられる先にある〈人〉
〈もの〉〈場所〉は，主体の行為の〈受け入れ先〉，即ち
〈対象〉として想定されとしている．したがって，Sで
は「二十代，三十代という若い層」は行為の方向であ
るとともに，情報の受け入れ先としても認められる．
Tも同じように解釈できる．それに対し，中国語では，
この受け入れ先としての対象は“向”ではなく，（19b）
のように，“以……MB象”や“面向”などの形で表す
ので，両者は対応しない．
以上の内容をまとめると，以下のようになる．

①「見る」方向を表すとき，“向”は「～に向かって」，
「～に向けて」に対応しない．
②行為者と対象と向き合う，かつ場面性が必要である
とき，“向”は「～に向かって」に対応するが，そう
でないとき，両者は対応しない．
③行為の方向は既定性の高い「点」として特別に取り
立てる場合，“向”と「～に向けて」は基本的に対応
するが，行為の受け入れ先とする意味合いが強いと
き，両者は対応しない．

2.3 行為の目標を表す用法
以下の例を見よう．

U ａ城N人民文C生活e一PQ富，生活R量得到提高，
正在

―
向小康目S前O．《人大T告96》

ｂ都市・農村人民の文化面の生活はより豊かなも
のとなり，生活も質的に向上し，目下，まずま
ずの生活水準という目標

―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
に
―
向
―
け
―
て

―
）

前進している．
V ａ今日的{U人，正昂首VP，

―
向新的目S前e．

《CCL3料k》
ｂ今日の「包鋼人」は，何ものも恐れず，新しい
目標
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
に
―
向
―
け
―
て
―
）進んでいる．

W ａW小平“用非凡的能力XY了政治上的三起三落和
无数Zabc，并且d次都

―
向他生命的目S更接近

一P．《我的父eW小平》
ｂf小平は「非凡な能力で，一度の失脚と無数の陰
謀に打ち勝ち，そのたびにライフワークともい
うべき目標

―
に
―
（
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
／
―
に
―
向
―
け
―
て

―
）一歩ずつ

近づいていった．
X ａ正当g努力地提高自己的修h，

―
向i藉含蓄的境界

努力j，“文C大革命”5始了《k鼓楼》
ｂ彼女が修養にはげみ，含蓄のある演技という境
地
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
に
―
向
―
け
―
て

―
）努力していた矢先に，

「文化大革命」がはじまった．
Y ａ然而，正当李成一夫lmn希望

―
向理想的彼岸o力

p搏j，不幸又一次降q到他D身上．《CCL3料
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k》
ｂしかし，李成一夫婦が期待に胸をふくらませな
がら理想の対岸

―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
に
―
向
―
け
―
て

―
）必死に頑

張っているとき，不幸は再び訪れた．

U～Wでは，述語が“前e”（前進する），“接近”
（近づく）のような移動動詞であるが，“向”の参与す
る事件は現実的な移動を伴っていない．たとえば，そ
もそも“前e”（前進する）は「前へ進む」という意味
であるが，ここでは，「事物が発展していく」といった
意味になる．“接近”（近づく）はもともとある場所に
だんだん接近するという意味であるが，ここでは，空
間的な距離ではなく，心理的な距離を指す．この場合，
メタファーにより，動詞の意味が拡張するとともに，
“向”の用法も「移動の方向」から「行為の目標」へと
拡張することになる．こうして，元の空間的な移動を
表す動詞は現実的な移動ではなく，抽象的な意味に発
展していくが，移動動詞の動的な意味合いはまだ残っ
ている．

XYにおける述語は“努力”（努力する），“p搏”
（頑張る）であり，移動動詞ではないが，いずれも時間
が経つにつれすこしずつ進んで目標にだんだん近づく
というニュアンスをもっている．この点では，移動動
詞と似たイメージがあると言えよう．
このメタファーによる意味・用法の拡張は“向”も

「～に向かって」も共通している．つまり，“向”と
「～に向かって」ともメタファーにより，移動の方向を
表す用法から，行為の目標を表す用法へと拡張したわ
けである．それでは，両者の間にどのような異同点が
あるのであろうか．
上の説明からわかるように，両者のそれぞれと共起

する述語はかなり似通っている．“向”，「～に向かって」
に続く名詞は，U～Yを見てわかるように，いずれも
目標の意味合いが読み取れる．「～に向かって」と共起
する述語と名詞について，工藤嘉名子（2005：41）は，
「『～にむかって』には〈目標〉を示す名詞にも，行為
を表す述部にも具体性が欠如している…『～にむかっ
て』の場合，『目標』『夢』『将来の自分』『明日』とい
った語句によって〈目標〉という意味合いを得ている
のが特徴である。また，述部も『頑張る』『努力する』
『しっかりやる』のように，具体的な動作ではなく意気
込を表す動詞が続くことが多い」と述べている．具体
的な例を観察すると，共起する名詞も述語も，介詞
“向”はこの「～に向かって」とかなり対応している．
そもそも方向指示が“向”の原型的な機能であるが，

行為の目標を示す時，“向”は「進行中」の文脈で使わ
れることが多い．「進行中」の文脈と一緒に使うことに
より，“向”は目標にだんだん近づくイメージが生まれ
てきたので，「～に向かって」と同じニュアンスになる．
この場合，“向”と「～に向かって」のイメージ・スキ
ーマはそれぞれの中心的スキーマと一致している．
次に，「～に向けて」を見ていく．すでに述べている

ように，「～に向けて」はある既定性の高い目標をター
ゲットに，トラジェクターが何かの行為をすることを
表す．この「行為の目標」を表す用法は「～に向けて」
の中心的な用法と言えよう．

U～Yにおいては，介詞“向”を「～に向けて」に
翻訳することができるが，特別な状況でないと，この
対応関係は成り立たない．つまり，“向”の提示する目
標は点として特別に取り立てられる場合に限り，両者
は対応するが，そうでなければ，対応しない．たとえ
ば，（21a）では，文脈からわかるように，焦点は文末
の動詞“前e”（前進する）にあり，“小康目S”（まず
まずの生活水準という目標）は特別に取り立てられて
いないから，日本語の「～に向けて」を使う訳文は適
切ではない．逆に，“小康目S”（まずまずの生活水準と
いう目標）は他ではなく，これだという対比焦点とな
ると，「～に向けて」の訳文は適用になる．
さらに，「～に向けて」は以下のような使い方もある．

Z ａ1992年６月にブラジルで開かれた地球サミット
（国連環境開発会議）でCO2排出規制問題が取り
上げられ，21世紀

―
に
―
向
―
け
―
てCO2削減に取り組むこ

とになった．（『日本経済の飛躍的な発展』）
ｂ1992年６月在巴西召5的地球rs最高2会t（u
合国v境5K会t）上，限制排放二wCx的rs
被提上t程，并B到21世y削z二wCx的排放量
作了01．

a ａ生徒たちは，このふたつ
―
に
―
向
―
け
―
て猛練習＆居残

り作成などをする．（《五体不満足》）
ｂB于同学D来0，无非就是集中20演唱，v34
作而已，56乏味，死气77．

Zaでも，「～に向けて」は行為の目標を表す．興味
深いのは，「～に向けて」に後続する名詞は「21世紀」
や「このふたつ」のようなそもそも目標の意味合いを
持たない名詞である．そして，「～に向けて」の述語は
「頑張る」，「努力する」のような意気込みを表す動詞に
限らず，普通の動作動詞でもある．この「～に向けて」
と共起する名詞と述語が“向”と異なっているから，
中国語の“向”文に翻訳することはできない．「～に向
けて」の例をさらに見ていこう．

b このあと，新聞連載開始の十二月九日
―
に
―
向
―
け
―
て，綾

子は書き直しに努力することになる．
c 美大リーグ戦

―
に
―
向
―
け
―
て主将やコーチと相談してト

レーニングメニューを作ることから始まり，練習
試合のスケジュール調整，交渉，お弁当の手配，
薬品の準備，レモンや水の運搬．

d 高等部へ進学してから部長の大沼みゆきという新
たないじわる役が登場し，共同標的打倒

―
に
―
向
―
け
―
て

手を組んだ．

上の例では，「～に向けて」に続く名詞はそれぞれ
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「新聞連載開始の十二月九日」のような「期日」や「美
大リーグ戦」のような「出来事」，そして「共同標的打
倒」のような「到達点」を表す名詞である．「～に向け
て」と共起する述語は意気込みを表す「努力する」も
あれば，「相談する」，「作る」などのような具体性を持
つ動詞もある．この「～に向けて」の用法について，
工藤嘉名子（2005：41）では，「〈既定の目標〉として，
〈出来事〉〈期日〉〈到達点〉を表す名詞が来るが，いず
れも時間軸上に設定できるものでなければならない…
（中略）…『～にむけて』の場合は，時間軸上に〈目標〉
を揚げているだけで，述部を既定しない」とされてい
る．この点では，「～に向けて」の使用範囲は“向”よ
りずいぶん広いといえよう．
以上の考察からわかるように，行為の目標を表す時，

“向”も「～に向かって」も目標への接近を表すから，
両者は対応する．それに対し，「～に向けて」は既定性
の高い目標を取り立てるが，目標への接近を表さない
から，“向”とは対応しない．

2.4 変化の方向
変化の方向を表す例を見ていこう．

e ａ世界}
―
走
―
向eP，决不是

―
走
―
向反a．

ｂ世界は進歩
―
に
―
む
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
＊
―
に
―
向
―
け
―
て

―
）すすむので

あり，けっして反動
―
に
―
む
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
＊
―
に
―
向
―
け
―
て

―
）す

すむのではない．
f ａ中原X局已逐P

―
走
―
向8定．

ｂ中原の戦局は次第に安定
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
＊
―
に
―
向
―
けて）

―
進
―
ん
―
で
―
い
―
る．

g ａ当前，世界仍9在AB而深刻的bC之中．国D形
EF体

―
:
―
向G和，世界加快向多HCK展，新的格

局日I明朗．
ｂ当面，世界はなお複雑かつ深刻な変化のなかに
ある．国際情勢は全般的には緩和

―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
＊

―
に
―
向
―
け
―
て
―
）
―
進
―
ん
―
で
―
お
―
り，世界は多極化への発展を

速め，新たな枠組みが日増しに明らかになって
きている．

h ａ70年代末，中国J行5放政策后，cKLM
―
向市

NLM[b．
ｂ七十年代末，中国では改革開放政策が実施され
ることになって，計画経済から市場経済

―
に
―
（
―
＊

―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
／
―
＊
―
に
―
向
―
け
―
て
―
）転換した．

i ａ他从小受到父母的良好教育，起初喜BP史和考古，
后来[

―
向理科．

ｂ彼は小さいころから両親から良好な教育を受け，
最初は歴史と考古学が好きだったが，のちには
理系
―
に
―
（
―
＊
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
／
―
＊
―
に
―
向
―
け
―
て）転じた．

e～iを見てわかるように，介詞“向”と共起する
述語は“走”（進む），“J”（進む），“[b”（転換する），
“[”（転じる）などの動詞であり，“向”は単音節動詞
の直後に位置することが多い．しかも，“向”はe～g

に示すように，同じ方向への変化もghのように違う
方向への変化をも表すことができる．同じ方向への変
化を表す時，“向”のイメージ・スキーマは中心的スキ
ーマと一致するが，違う方向への変化を表す時，“向”
のイメージ・スキーマはすこし変わる．

図６に示すように，違う方向への変化を表すとき，
変化の軌跡は直線ではなく，角度のある線となる．な
ぜなら，“向”の中心的な機能はほかでもなく，方向指
示にあるからである．したがって，同じ方向にせよ，
違う方向にせよ，“向”は一切問わない．
それに対し，上の例に示すように，「～に向かって」

は同じ方向への変化しか表すことができない．その理
由は「～に向かって」の意味特徴からわかる．「～に向
かって」は，ある一方向あるいは一方向に拡張した物
体に対して，トラジェクターが一方の側からもう一方
の側へと直線に進むことを表すため，変化の方向が同
じでなけいならば，「～に向かって」の使用は不可能と
なる．そして，「～に向かって」の例には以下のような
ものもある．

j 春―に―向―か―っ―て暖かくなってきた．
k 軽井沢の十月．冬―に―向―か―っ―て自然が朽ち始める瞬

間の，もっとも美しい季節．
l 赤字路線廃止，人員整理…分割・民営化―に―向―か―っ

―て状況が緊迫する82年，旧鹿児島鉄道管理局で人
事課に所属した．（朝日新聞）

上の例では，「～に向かって」に先行する名詞は「春」，
「冬」のような季節を表す名詞や将来の状況を表す名詞
である．jにおいては，春に近付くにつれ，天気はだ
んだん暖かくなるという意味になり，「～に向かって」
により，春になるプロセスがいきいきと描かれている．
lでも，状況変化のプロセスの場面性が出る．
それに対し，同じ方向への変化を表すとき，“向”に

続く名詞は形容詞的な名詞や動名詞が多い．形容詞的
な名詞の場合，“向”はある性質・状態から他の性質・
状態へ変化していくことを表すが，動名詞の場合，動
作発生前の状態から，発生後の状態に変化する意味に
なる．
“向”と「～に向かって」の異同点についてまとめておく．
①“向”は同じ方向への変化も，違う方向への変化も表
すことができるが，「～に向かって」は同じ方向への
変化しか表すことはできない．
②同じ方向への変化を表す時，“向”に続く名詞は形容
詞的な名詞や動名詞が多いが，「～に向かって」には
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図６ 違う方向への変化を表す“向”のイメージ・スキーマ
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その制限はなく，季節名詞などの将来の状況を表す
名詞が「～に向かって」の前に来る．
③“向”は方向だけ示すのに対し，「～に向かって」は
将来の状況へ変化するプロセスも伴う．
「～に向けて」に関しては，以上の例からわかるよう
に，「～に向けて」は変化の方向を示すことはできない．
普通，変化と言えば，自然の流れにより，ある状況か
らほかの状況に変わることを指す．しかし，「～に向け
て」は意図性が強い．以上の例では，「～に向けて」が
使えるとしても，人の意志による動作と強く感じられ
るから，「変化」とは言えない．したがって，変化の方
向を表す“向”は「～に向けて」に対応しない．

2.5 空間的配置の方向
まず，以下の例を見ていこう．

m ａ被wQR倒高粱S出来的公路T廓，一x
―
向北延伸．

《U高粱》
ｂローラーが高梁をつぶした後に現れた公路の輪
郭が，まっすぐ北

―
へ
―
（
―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
／
―
に
―
向
―
け
―
て

―
）延

びていた．
n ａ弯曲的土路通

―
向V9一个村落．《插w的故事》

ｂ曲がりくねった土の道は遠くの村
―
に
―
（
―
に
―
向
―
か
―
っ

―
て
―
／
―
に
―
向
―
け
―
て
―
）続いていた．

mnにおける述語動詞は“延伸”（延びる），“通”（続
く）であり，移動動詞ではあるが，主語は実際に移動
するわけではない．この場合，主語で表されている物
体の位置・範囲などが移動動詞を用いて表現されてい
る．田中・松本（1997）では，このような表現を範囲占
有経路表現と称し，さらに範囲占有経路表現を以下の
３種類に分けている．
①特定の具体物の現実的の移動（現実移動）
ａ．The road went up the hill as we proceeded.

ｂ．私たちが進んでいくにつれて，その道は丘を登
って行った．

②任意の具体物の仮想の移動（仮想移動）
ａ．The highway enters California here.

ｂ．そのハイウェイはそこでカリフォルニアに入る．
③視点の移動（視点移動）
ａ．The mountain range goes from Canada to Mexico.

ｂ．その山脈はカナダからメキシコへ至る．
mnは，いずれも③視点移動に当てはまる．この場

合，現実的な移動に係わらず，空間的位置関係を表す．
このような空間的配置の方向を表わす“向”のイメー
ジ・スキーマは図７のように示すことができる．

この“向”を格助詞「へ」に翻訳する場合も多い．
移動の方向を表す場合と同じように，単なる方向を表
すとき「へ」では十分であるが，延びている状態を表
現するとき，描写性のある「～に向かって」のほうが
いきいきとなる．「～に向かって」のイメージ・スキー
マは“向”とかなり一致しており，図７と同じように
図示できる．
以上の説明からわかるように，物体の伸びている状

態をいきいき表現するとき，“向”は「に向かって」に
対応するが，そうでないとき，両者は対応しない．
「～に向けて」も空間的配置の方向を表すこともでき
るが，ニュアンスは“向”と違う．前述のように，「～
に向けて」は既定性の高い「点」に焦点を当てるので，
空間的配置の方向を表す時，物体の伸びている状態よ
り，「～に向けて」は伸びる方向に焦点を置く．したが
って，伸びる方向を取り立てるときだけ，「～に向けて」
を使用するのである．この「～に向けて」のイメー
ジ・スキーマは図８で示すことができる．

ゆえに，伸びる方向を取り立てる場合，“向”は「～
に向けて」に対応するが，そうでなければ，両者は対
応しない．
伸びる方向のほかに，「～に向かって」と「～に向け

て」には以下の用法もある．

o ａある個室が共通の場に一時的に開放されたりす
る．さらに，共通の場はソト

―
に
―
向
―
か
―
っ
―
ても大き

く開かれている．（『適応の条件』）
ｂ个人房W有jX会成MB公共N所5放的地方，而
公用N所

―
;外也是5放的．

（《Za的条件》）
p ａ無人の８号室と，その隣のバスルーム，そして

封印をしてあった筈の９号室を除く，あらゆる
部屋の扉が，廊下

―
に
―
向
―
け
―
て開いていた．

ｂ除无人的８号室，其隔壁的浴室和abc了封条的
９号室以外，所有房W的S都

―
朝
―
／
―
;
―
着走廊5着．

（筆者による訳）
q 海

―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
に
―
向
―
け
―
て

―
），十数門の大砲がならん

でいた．
r 見るとそこには窓

―
に
―
向
―
か
―
っ
―
て
―
（
―
に
―
向
―
け
―
て

―
）一台の望

遠鏡がすえてあるのだ．

o～rでは，「～に向かって」，「～に向けて」で示す
のは伸びる方向ではなく，向き合う方向である．静止
状態の位置関係を表すので，述語となる動詞はテイル
形やテアル形で現れることが多い．この場合，行為の
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図７ 空間的配置の方向を表す“向”のイメージ・スキーマ
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図８ 伸びる方向を表す「に向けて」のイメージ・スキーマ
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方向を示す用法と同じように，主体と対象とは向き合
う位置関係であるから，「～に向かって」，「～に向けて」
のイメージ・スキーマはそれぞれ以下のように示すこ
とができる．

一方，現代語では，介詞“向”に向き合う方向を示
す用法はない．「～に向かって」，「～に向けて」は“B
着”，“朝”，“B”などに対応するが，“向”とは対応し

ない．
2.5節の内容をまとめてみると，以下のようになる．

①空間的配置の方向を表す介詞“向”は伸びる方向し
か表さないが，「～に向かって」も「～に向けて」も
伸びる方向と向き合う方向の両方の使い方があるか
ら，向き合う方向を表す時，「～に向かって」，「～に
向けて」は“向”に対応しない．
②伸びる方向を表す時，物体の伸びている状態をいき
いき表現すれば，“向”は「に向かって」に対応する
が，そうでなければ，両者は対応しない．
③伸びる方向を表す時，伸びる方向を取り立てる場合，
“向”は「～に向けて」に対応するが，そうでなけれ
ば，両者は対応しない．

３．終わりに

本稿では，中国語の介詞“向”と日本語の複合格助
詞「～に向かって」，「～に向けて」との対応関係につ
いて考察を加えた．その結果，以下のような対応関係
が見られる．
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図９ 向き合う方向を表す「～に向かって」のイメージ・スキーマ
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図10 向き合う方向を表す「～に向けて」のイメージ・スキーマ
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表Ⅲ “向”と「～に向かって」，「～に向けて」との対応関係

“向”と「～に向かって」 “向”と「～に向けて」

移動の
方向

移動中のプロセスの場面性があるとき，“向”は
「～に向かって」と対応するが，そうでないとき，
両者は対応しない．

移動の方向が特別に取り立てられ，かつ意図性
のある文脈では，“向”は「～に向けて」に対
応するが，そうでなければ，両者は対応しない．

行為の
方向

①「見る」方向を表すとき，“向”は「～に向か
って」に対応しない．
②行為者と対象と向き合う，かつ場面性が必要
であるとき，“向”は「～に向かって」に対応
するが，そうでないとき，両者は対応しない．

①「見る」方向を表すとき，“向”は「～に向
けて」に対応しない．

②行為の方向は既定性の高い「点」として特別
に取り立てる場合，“向”と「～に向けて」
は基本的に対応するが，行為の受け入れ先と
する意味合いが強いとき，両者は対応しない．

目標の
方向

“向”も「～に向かって」も目標への接近を表す
から，両者は対応する．

「～に向けて」は既定性の高い目標を取り立て
るが，目標への接近を表さないから，“向”と
は対応しない．

変化の
方向

①“向”は同じ方向への変化も，違う方向への
変化も表すことができるが，「～に向かって」
は同じ方向への変化しか表すことはできない．
②同じ方向への変化を表す時，“向”に続く名詞
は形容詞的な名詞や動名詞が多いが，「～に向
かって」はそれの制限がなく，季節名詞など
の将来の状況を表す名詞が「～に向かって」
の前に来る．
③“向”は方向だけ示すのに対し，「～に向かっ
て」は将来の状況へ変化するプロセスも伴う．

「～に向けて」は変化の方向を表す用法がない
から，“向”に対応しない．

空間的
配置の
方向

①“向”は伸びる方向しか表さないが，「～に向
かって」は伸びる方向と向き合う方向の両方
の使い方があるから，向き合う方向を表す時，
「～に向かって」は“向”に対応しない．
②伸びる方向を表す時，物体の伸びている状態
をいきいき表現すれば，“向”は「に向かって」
に対応するが，そうでなければ，両者は対応
しない．

①“向”は伸びる方向しか表さないが，「～に
向けて」は伸びる方向と向き合う方向の両方
の使い方があるから，向き合う方向を表す時，
「～に向けて」は“向”に対応しない．
②伸びる方向を表す時，伸びる方向を取り立て
る場合，“向”は「～に向けて」に対応する
が，そうでなければ，両者は対応しない．



以上の考察からわかるように，“向”の機能は方向指
示に過ぎない．「～に向かって」はプロセスか対面関係
を強調する．「～に向けて」の中心的な働きは既定性の
高い「点」を提示することにある．

注

A 本稿では，中国語の例は《北京大学d33言学研究中心3料

k》（「CCLコーパス」）から取り出し，日本語の例は『角川

文庫』（572作品）から取り出し，そして中日対訳の文は「中

日対訳コーパス」から取り出した。（ ）の中にある訳文は

すべて筆者によるものである。
B ここのＡ，Ｂはそれぞれ「Ａに＋向けて（の）＋Ｂ」という

文型におけるＡ，Ｂを指す．
C“向”とほかの方向を表す介詞との使い分けについてここで

は検討しないことにする．別稿に譲らざるを得ない．
D 詳細は盧涛（1996）を参照されたい．
E 中国語では，文末以外の要素に強調ストレスを加えることに

より，他の同類事物と比することができる．詳細については，

徐烈炯・5丹青（2007）を参照されたい．
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This paper discusses the differences between the Chinese preposition “xiang” and the Japanese compound case particles
“-nimukatte” “-nimukete” .The paper divides the usage of “xiang” “-nimukatte” “-nimukete” into five categories, namely
direction of moving, direction of act, target of act, direction of change, and direction of positioning in space. It applies
principles of cognitive linguistics to analyze the image scheme of them. Their semantic features could be generalized as
follows:

“Xiang” only serves to indicate direction. In contrast, “-nimukatte” places emphasis on the move or the situation where
two things facing each other, and “-nimukete” highlights the clear target, while both indicate direction.
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